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はじめに
本 稿 は,小 林多喜二伝(22)に あた る1)。
1社 会科学研究会
古川友一は,こ がわ ・ともいち,と 読む。青森県弘前の茂森の出身である。
明治22年(1889年)11月10日生まれである。古川は,町 田才之亟の長女ゆき,
の息子である。ゆきは,16才で,弘 前市茂森町の古川と結婚 した。2人 の間に
友一が生まれたが,夫 は酒乱で,2人 は離婚 した。友一は小学校を卒業 した。
おそらく朝陽小学校だろうとされる。母ゆきは上京 し,青 山学院長をしていた
本多庸一宅に住み込み,家 事手伝 いとして働いた。
友一は,北海道へ渡 り,小樽市役所へ勤めるようになった。秋田出身のきよ,
という髪結いの娘 と結婚 した。手塚英孝は,「1924年ころまで小樽市役所に勤め,
1)数字の記載の順が逆になって申し訳 ないが,伝 記18,19,21は,磯野争議につい
ての論の予定である。
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1926年ころか ら社会科学研究会を組織 した」2)と書 く。彼は,小 学校 しか出て
いなかったが,独 学で広い知識を身につけ,相 当の努力家であった。小樽の労
働運動に密接な関係を持った。
多喜二は,1927年の9月,古 川友一の主宰する社会科学研究会に参加 した。
友人寺田行雄の紹介であった。これは,毎 週火曜日の夜,古 川の家で開かれて
いたので,「火曜会」 と呼ばれていた。古川がチューターであった。彼は,労
働農民党員で,小 樽では理論家として知 られていた。1928年当時は,労 農党小
樽支部執行委員であった。
その後,[一九二入年のコ三 ・一五事件で,古 川友一は逮捕 された。彼は,
多喜二の小説 「一九二八年三月十五 日」に出て来る主人公の一人,小 川龍吉の
モデルである。彼はそこではインテリ活動家 として描かれた。その娘 ・幸子は,
古川の娘 ・れい,で ある。小説に出て来る,お 恵は,妻 ・きよ,で ある。三 ・
一五事件後,古川は労農派3)の影響を受けた。
その後,古川一家は,小樽から東京に行 き,古川友一は,同盟通信社に勤め,
活動を続けた。1943年ころのこと,日本評論社刊のホグベン4)の「百万人の科学」
「百万人の数学」 とギボン5)の「英国史」の翻訳書が,友一から,は とこの町
田泰助氏に郵送されてきた。友一は,社 会科学だけでなく,自然科学,歴 史な
どにも,造詣があったという。
後 に,古川は,多喜二の残虐な死にたい し,涙を流 し歯 をくい しば り,『畜生1』
と連呼 して,共 に痛憤 した。古川 も,小樽の労働運動には致すところ 大なる
2)手 塚英孝 『小林多喜二s新 日本出版。
3)コ ミンテルンの 「二七年テーゼ」をきっかけに,雑 誌 『労農』が発行 された。「戦
闘的マルキシス ト理論雑誌」「正統的マルクス ・レーニン主義の雑誌」と称 した。
1927年12月第1巻1号 か ら1932年4月第6巻4号 まで。山川均,荒 畑寒村,猪 俣
津南雄,大森義太郎 らが発行 した。野呂栄太郎 に指導された『日本資本主義発達史』
(岩波書店)に 対抗 して,形 成された学派 とも言 える。以後,日 本共産党 との戦
略論争が始 まった。
4)LancelotHogben(1895-1975).イギ リスの生理学者 ・統計学者。その書 『百
万人の化学』(1936)は,十数 力国語に訳され,広 く読 まれた。
5)EdwardGibbon,(1737-94)。イギリスの歴史家。名著 『ローマ帝国衰亡史』 で
有名。国会議i員にもなる。 『自伝』(1827年)もある。
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人物であった。
1945年1月,古川友一は,治 安維持法違反で再び逮捕 され,府 中刑務所に収
監された。手塚によれば,小樽署に送 られたとある。友一は,言語に絶する拷
問によって発病 し,昭和20年(1945年)1月12日に死去 した。56才だった。死
亡場所 は小樽病院(小 樽市量徳町一番地),死因は脚気衝心である。おそ らく
拷問され,発 病後9日 で死去 した。戦争の終る直前であった。6)
[1927年]9月に,多 喜二は,社 会科学研究会に出席 しは じめた。『資本論
解説』や 『共産党宣言』などをテキス トにした…… 『無産者新聞』7)も入手 し
て読んだ。11月7日には革命記念 日の小 さな集 まりを開いた。「めまぐるしい,
刺激強い生活」がつづいた。生活 を変えてこれまでの文学世界から大きく脱出
しようというメ ドがだんだんはっきりしてきた。8)
多喜二は,日記で書 く。1927年11月23日。古川たちとの研究会は,毎回出た。
『資本論略解』,レーニ ンの 「弁証法」9),が終った。次は10)『金融資本論』『コ
ミュニス ト・マニュフェス ト』 をやる。
1927年11月7日の日記では,「古川宅で,プ ロレタリア革命10周年の記念会
を開いた。」11)とある。
小樽高商のロシア語講師をし,小樽新聞記者でもあった,高 崎徹は,随 筆,
思い出を残 したが,そ れによって,多 喜二について述べよう。[]は,私 の
6)阿部誠也 「古川友一 と小林多喜二」(『弘前民主文学』第86号,1995年9月),58-61
ページ。
7)『無産者新聞』は,解 党 した 日本共産党の再組織運動の過程で結成 された 「コミュ
ニス ト・グループ」の合法機関紙 として創刊 された。第1号 は1925年9月20日で
あった。1926年暮れに日本共産党が再建 されてからは同党の機i関紙であった。1929
年8月20日で終刊 となった。初め月2回 刊で,す ぐ週刊 となり,1927年9月か ら
は五 日刊(5日 に1回)と なった。全国に百数十の支局が作 られ,発 行部数 も1
万5千 か ら4万 部 と,戦 前の社会運動の機関紙誌 のなかでは最大規模であった。
だがその半数は発禁処分 を受けた。(法政大学大原社会問題研究所編 覆刻版 『無
産者新聞』 まえが き参照)
8)土 井大助 『小林多喜二』汐文社1979年37ペ ージ
9)デ ボー リンの 『レーニ ンの弁証法』 であろう。
10)猪俣の 『金融資本論』であろう。
11)『小林多喜二全集s第 七巻。
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補いである。
高崎は,多 喜二 と初めに会ってか ら(既述 クラルテの件であった)そ の後
多喜二 とはあまり会 うことがなかった。 『クラルテ』の方は事実上高崎は関与
もしなかった。だか ら初めて会ってそれなり永久に別れてしまっていたかもし
れない。 もし以下のことがなかったとしたならばである。
1927年(昭和2年)あ るいは1926年(昭和元年)(高崎の随筆による)の 初
冬十一月ごろ,研 究会をやろうということで,花 園町西三丁 目のいまの消防署
の向い小路の古川友一の宅で 毎週二回つつ 『資本論略解』の輪読が もたれ,
高崎は若い高橋運蔵につれられて加わった。ちょうど小樽に小樽合同労働組合
が結成されたころで,こ の組合のほうからも二,三(坂 本,鮒 田,竹 内[武 内
が正 しいコ等 と,小樽高商からも,二,三(佐 々木正則,三 浦その他),あと
は一般市民がわとして数名(北 海 タイムズの寺田[行 雄]と 原田,明 治製菓の
吉田,道銀の高橋,拓 銀の小林[多 喜二],古川,野崎その他)が 参加メンバー
であ りすなわち小林多喜二 もいたのだった。この会は毎回ほとんど最年長でも
ありいちばん理論家で もあった古川が主として座長をつとめた。多喜二はすで
に拓銀小樽支店の行員だった。で,高 崎はこの会のおかげで彼[多 喜二]と 親
しくなったのである。 しばらく会わなかった問に彼は非常に成長していた。発
言 も動 きももっとも活発でその勉強ぶ りにはみんなは圧倒される くらいだっ
た。そのうちに時折会は,高 崎の家でも一週一度開 くことになった。家は相生
町の水天宮山下(花 園町寄 り)にあった。高崎にはすでに子供がいたが,そ の
子を 「ナップちゃん」と緯名 して多喜二はとても可愛がってくれた。そのころ
多喜二が トルス トイの 「戦争 と平和」を読んでいたのと,子 どもの幼顔がナポ
レオンのそれに似た感 じ,ふっ くら太ったところがあった……ので,そ の連想
か らではなかったろうか,あ るいはそんなことを多喜二自身言ったか とも,ぼ
んや りある。
彼がきわめて人なつこい人間で,こ とに小 さなもの,弱 いものにたいしてじ
つに親切で心か らの愛情をもっていることを発見 し,高崎は深 く敬服 した。お
そ らく貧 しい もの,虐 げられたものへのかぎりない同情をもつ人であったこと
小林多喜二と社会科学研究会 37
は,も とより彼の天性 ならびに生い立ちの然 らしむるところであったのであろ
うが,そ ればか りかこのころはもはや単なるヒューマニス トではな く,はっき
りした意識分子であ り,マルキス トなのだった。
ある年の暮近 くから,高崎は多喜二 とともにさらに文学 を話 し合 う別の会を
持 った。それには米川可津美(後 の道新重役 奈良勝美),田中五呂八(故 人,
新興川柳 『氷原』社主宰)12),新宮某[正 辰であろう],武田逞が参加 し,米
山宅で持った。……。かがやかしいプロレタリア文学理論家蔵原惟人の毎月の
ように雑誌に発表する新 しい文学理論 と創作方法論を正 しく理解 して,ま す ま
す強い,確 乎たる世界観や,文 学と政治の関係 などを把握 してゆく彼にむかっ
て,た またま蔵原惟人とはわたし[高崎]が[東 京]外 語[学 校]で 同 じクラ
スにお り,そのころの蔵原の風貌(ア ンドレーエフそっ くりの)や 言動をなつ
かしく語るとき,と くに彼[多 喜二]は 興味をもって耳 を傾けるのであった。
プロレタリア文学理論のデスカッションをや り,田中五呂入と多喜二がさか
んに論戦の火花を散 らした ものだった。たしか会は三,四 回 くらい続いた。
当時 「小樽新聞」の文芸欄が 道内の権威であ り,高崎 も及ばず なが らそれ
の育成に協力 したが,多 喜二はしばしばこれに投書を寄せていた。ちなみに,
歌では,口 語歌の雄 ・並木凡平13)が,全道にあ まね く一党を率いて,同 紙上
12)田中五呂八。明治28年9月20日,釧路 に生まれた。本名,次 俊。十才 ころ旭川へ
移 る。大正6年 春,東 北帝国大学札幌農科大学(今 の北大)に 入学 し,中退す る。
大正9年,北 海道公債会社へ入社 し,小樽 に移 る。大正12年2月,小 樽氷原社 を
おこし,川柳誌 『氷原』を創刊。大正14年12月,『新興川柳詩集』を刊行。大正15
年,小樽新聞社 に入社。昭和3年9月,『 新興川柳論』を刊行。昭和12年2月10日,
亡 くなる。住吉神社境内に句碑が建立された。小樽で主 に活動 した川柳作家であ
る。名は全国的にもなった。
13)並木凡平。明治24年5月23日,札幌に生 まれた。本名,篠 原三郎。7才 の時に,
両親 とともに台湾へ移る。明治38年,両親が亡 くなったため,叔 父に引 き取 られ
て札 幌へ戻 る。 この頃から,『文章世界』 『秀才文壇』などに,和 歌,俳 句,短 文
などを投稿 し,時 折 り掲載される。明治42年,『北海新聞』 を振 り出 しに,新 聞
記者生活に入 り,大正9年,道 内の新聞社30数社を遍歴の後,小樽新聞社へ入社。
昭和2年,自 ら編集発行 して 『新短歌時代』 を創刊 し,こ れは昭和6年 に終刊 と
なる。ついで 『青空』を創刊する。昭和16年,室蘭で亡 くなる。朝里不動尊境内に,
歌碑が建立された。主著に 『赤土の丘』,『並木凡平全歌集』 などがある。
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の歌壇 を占領 して,大 いに活躍 していた。
多喜二は猛烈な勉強家であったが,な お具体的にいうと,そ の勉強はただ紙
の上だけの ものでな く,彼は当時結成 されてようやく活動の緒についた合同労
働組合の仕事までも,事実上の書記のように何か と世話をやいてお り,しかも
組合の人びとか らは,い わゆるインテリとして敬遠 されることなく,本 当にな
じまれ,親 しまれ,兄 弟のような暖かい感 じで迎えられていた。
古川友一は,こ の合同労働組合の顧問格であったが,や はり年代の相違で,
一種明治の書生型で,なかなからい らくな人情家であ りなが らも,ど こか傲然
たるところがあ り,多喜二の近代的でこまか く神経の行 きとどく周到稠密さ,
素直な親切,強 烈な意志等 とくらべてみるとき,興 味ある対照を感 じられる。
多喜二が組合の人たちか らも兄弟のように親しまれたことか らみても,い か
に彼が天性的にプロレタリアー トの立場に立ち,プ ロレタリアを愛 していたか
が,理 解 されるのであった。そのように彼は大衆へのかぎりない愛情 を胸にい
だきつつ,事 象の真相 をはっきり見抜 く明瞭な頭脳をもっていたので,そ のこ
ろ一世を風靡 した(理 論の空回 りをやった)福 本イズムに対 しても,強 く反対
の立場を研究会内においても彼は取 りつづけ,し か してまた一方,福 本和夫の
対立派である山川均の山川イズム(の ちの 『労農』派)に 対 しも,よ くその弱
点と誤謬を論駁 し得た彼だった。要するに彼 自身の理論は未完成ながら,す で
にマルクス ・エンゲルス ・レーニン ・スターリンの正統を必然的に歩みつつあ
ったのである。か りそめにも彼が単なる学校出のインテリ,プチ ・ブルジョア
と見なす ことは根本的に間違ってお り,真に多喜二を理解する所以のものでは
ない。 どうしてそうあり得たのかということの原因の一つは,お そらく彼の生
い立ちの中に存在 しているのだと思う。
朝,だ れかが出勤途上の彼にゆき違うと,大 きなふ くれ上がったズックのカ
バ ンを抱え 新刊書や雑誌がぎっしりつ まっている 人なつこい
笑い顔を見せ,気 ぜわしく勇ましく銀行へ突 き進んでゆく,じつに明るい,懐
疑や疲労のかげなどみじんもない,確 信に満ちみちたサラリーマ ンの姿の多喜
二である。
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話によると,彼 は銀行 においても遅刻欠勤などは滅多にない。有能,機 敏,
勤勉 な模範行員であったとのことだ。だが 「昼休みなぞの時間にはやは り本を
読む……」 と自身では語 っていた。働 くときは一所けんめい働 くが,自 分の時
間は有効に使 う,と いったはっきりした事務的な彼の一面だと思う。
「君子一 日会わざれば三年の長」とかいう言葉があるが,二,三 日顔 を見な
いと,次 回の研究会では彼が物凄 くいろいろなことを調べて来,読 んで来てい
ることにびっ くりしたものだ。会では高島[高畠であろう。しか しカウッキー]
の 『資本論略解』のつ ぎにヒルファーデ ィング[猪俣ではないか]の 『金融資
本論』,その他にもブハーリンの 『史的唯物論』,レーニンの 『資本主義最高の
段階としての帝国主義』などをやったが,これらのテキス トの他に雑誌では 『マ
ルクス主義』『労農』『労働者』『インターナショナル』,河上肇の 『社会問題研究』
などの中の問題を取 り上げたのだが,サ ラリーマ ンであるわれわれは,学 生 よ
りは当然読書の時間が少 ないのに,彼 はよく会中第一の解説者となった。まっ
た く経済,国 際問題等 にわたってよくも彼は勉強 していたものだ。 自然科学の
問題についても 「自然科学はもっとや らねばならぬ」 と,た えず彼は口にし,
文学者であ りなが らそうしたことまで勉強の手をのばし,古川友一 とよく数学
の問題につき論 じあったことがある。
このころウエルス14)の『世界文化史大系』,ダイネマン 『自然科学史』,そ
れと トルス トイの 『戦争と平和』 などを彼は読んだ。わた し[高崎]の 家へ き
てその感想 を大いに語った。
銀行の仕事がおわると,本屋のどこかに彼 はいた。それか ら組合や研究会,
でないときは映画館,そ れを出て,あ とは喫茶店,こ んなコースの一部分だけ
はいまの若いサラリーマ ンと大 した違いはないようだが,し かしその真質は雲
泥の差である。彼が映画や喫茶店で吸収 したものは決して凡人のそれのごとく
享楽的なもののそれではない。酒もやは り飲 んだ。築港駅のそばの家に帰るの
は毎晩一二時より早 くはないと言っていた。それから読書や創作の仕事が開始
14)ウ エ ル スH.G.Wells,1866-1946.
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される。いったい何時間睡眠したのだろう。おそ らく寝 るのは早 くても二時な
い し四時か。 この間に 『一九二八 ・三 ・十五』 『蟹工船』が,彼 の線路 ぎわの
三畳問でこつことと書 き上げられていったのだ。そ して会えばいつも赤いイワ
シのような目をキラキラ,ニコニコ 恐 ろしくはな く,笑っているのだ,
だか らキラキラは彼の知性の美 しい輝 き,ニ コニコは温かい愛情の火である
させていて眠そ うな疲れの色など一向ないキビキビ,ピ チピチ した溌
渕たる生 きのよさ,ま った くあきれるくらいであった。風邪 をひいても彼はこ
の調子で,風邪を無視 し通 して しまっていた。よく高崎は 「君は非科学的だね」
と笑っていったものだ。不死身 とは彼のことだろう。この調子は1928年末[1930
年が正 しい],東京へ去って以来さらに拍車を加え,ま さしく全 日本的大活躍
となったのであ り,ナ ップの芸術運動から党の地下活動へ とつき進み一生休み
を知 らずに終ったのだった。
高崎 はどう考えて も 多喜二はなによりも先に 「人間の天才」であったと思っ
ている。文学の天才というもの も,音楽の天才 というものも世には存在するが,
人間の天才はそれ以上にえがたい。かぎりない人間愛に燃え,大 衆の苦 しみ,
悲 しみ,憤 りを自身のこころに,胸 に,皮 膚に感 じこれ ら人間に光ある生活を
与 うべ く献身したか らである。 したがって彼の芸術の偉大さはすべての偉大な
る芸術家の場合 と同様ここから来ているもの と信 じている。作品の評価,批 判
は大いになすべ きことであるが,わ れわれはまず何 より人間多喜二を鑑 として
学ぶべ きである。15)
多喜二がマルクス ・レーニン主義を本格的に勉強しだ したのは,昭 和二年,
二四歳だった。勉強ぶ りは,目 を見張るほどのすざましい ものがあった。
これに加 えて,桶 谷は,伊藤整が後に福田徳三の書 を読んだ時の例をあげて
云う。ちなみに福田は,マ ルクス経済学を批判 して,河 上と対立するブルジ ョ
15)高崎徹 「小林多喜二」(『小樽商大緑丘新聞』278号,昭和31年7月7日,お よび
高崎の稿 『緑丘』27ペー ジ,お よび随筆か ら作成。これを書 いたとき。高崎は,
潮陵高校教諭 とある。
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ア経済学者 とみ られていた。伊藤整は,福 田の著書 を読んで云った。「彼の学
説に,青 年を納得 させるや うな善悪の型のはっきり分 る倫理的な背景がないこ
とが,私 の不満の原因のや うであった。」16)
マルクス主義がこのころから昭和初年にかけて,広 汎な知識人,学 生の心を
とらえた理由を伊藤 は暗示 している。伊藤整のような社会科学に無関心な青年
です らこうだった,と 桶谷は書 く。17)
資本主義のか らくりの中心には,労 働力の搾取があるという 『資本論』第1
巻の結論は,そ の難解 な推論過程をとびこえて,青 年の心に訴えた。求め られ
ていたのは,勧 善懲悪の経済学であって,経 済学の純理論ではなかった。18)
弟の三吾 さんは語 る。
友達が家 にくると運動のことも話 していた。多喜二には運動の話 しをする友
だちと,全然 しない友だちとがある感 じで,画 友の斎藤次郎にはそういう運動
の話はしないような印象だった。島田正策,寺 田行雄などには,会 えばそ うい
う話をしていたようだ。
母 もまた,多 喜二のことについては知っていたのではないかと,思 う,と三
吾 さん。けれ ど,多喜二が拓銀をやめて,上 京するときでもそうだったが,多
喜二のやることには信頼 しているので,母 も姉 も反対はしなかった。19)
多喜二の親友 ・嶋田正策は書いている。
そ{昭 和2年,または港湾争議}の 冬ころ,多 喜二と島田は論争をした。「商
売 をやって儲 けるとはどういうことか?」 と多喜二が聞 く。島田は,習 った限
界効用説を用い,需 要と供給で答えたら,多喜二は労働価値説に立って,搾 取
によって儲 る,と 説明 した20)。島田は勉強が足 りないか らもう少 し調べて,
彼の家に行った。夕方彼の家へ入っていった。コタツに入って話 し合 った。島
田が 「今 日は俺の勝だぞ」 と言ったのを,多 喜二は非常 に怒った。その 日は結
16)『若い詩人の 肖像』。
17)桶谷秀昭 『伊藤 整』74ペー ジ。
18)桶谷秀昭,74ペ ージ。
19)小林三吾 「兄の思い出」(『小林多喜二全集』第4巻 月報41982年10月)。
20)より詳 しくは,島 田 「小林多喜二 と私」220-1ペ ージ。
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論 に達 しないで別れたが,小 林は,議 論をする時にはいつでも自信にみちた論
法で,ミ ジンも危なげのない理論を展開する。それだけ勉強していた。結局島
田はその時は承服 しなかったが,そ の後まもな くマルクス主義経済学の本を読
むようになった。
その後,「いい所へつれていってやる」 と言って,多 喜二は島田を社会科学
研究会へ誘った。三 ・一五事件の後,秋ごろ,島田はそこに参加 した。メンバー
は,高 崎徹21)(この時,小 樽高商ロシア語講師),高橋運蔵(北 海道銀行,晩
年森川商店取締役),吉田(明治製菓),寺田行雄(北 海タイムス新聞記者)22),
古川友一(と もかず〉であった。島田は途中で入ったわけである。その後,因
藤荘助(貯 金局),脇坂圭治(貯金局)23),友永重雄(北 日本汽船,東 大出)24)
が加わった。友永は小樽の丸文書店でマルクス主義の本 を買ったところ,そ れ
を見ていた多喜二が早速誘い込んだのである。島田が入った時は,すでに始まっ
ていた猪股津南雄の 『金融資本論』25)を中途か らやり,冬に入って 『資本論』
をや り始めた。毎週各人の家で持ち回 りで開いた。昭和4年 になると,ときどき,
森良玄26),風間六三27),広川広司(ひ ろ し)28)が来た。小林は必ず時間には
来た。島田が入る前は政治問題 もやっていたが,彼 が入った時はもっぱら経済
学の研究会をやるという申し合わせであった。
21)札幌大学の教師を していた,と 島田氏。後,北 海道新聞入 り,1946年に,道 新 レッ
ドパージにあ う。
22)寺田。1905-1944。小樽 出身。第5回庁商卒業。その後,高 商卒業。高商在学中,
有名な軍事教練反対闘争の重要な活動 をしている。多喜二に思想的な影響を与え
た重要 な人物。3・15事件に連座。全協活動をする。昭和5年(1930年),全協事
件で逮捕され,そ の後,東京で昭和12年の人民戦線事件で検挙 され,大阪へ出て,
終戦を見ず に死んだ。
23)その後,日 本赤色救援会小樽支部メンバーになる。
24)1904-.山口出身,全 協で活動,1930年12月検挙される。
25)ヒルファディング(RudolfHilferding,1877-1941)著,DasFinanzkapital.(Wien
1910).にもとついて,猪 股が解説 したもの。
26)1907-。合同労組で活躍。野付牛出身,野 付牛中卒。野付牛は,今 の北見地方。
小樽 ・樺太 ・福島で活動,4・16事件に連座。
27)1907-,小樽 中学卒。4・16事件に連座。1933年2月,全協小樽地区協議会準備
会 を結成。
28)1905-,4・16事件に連座,古物商,無産青年小樽支局員,ユ931年10月検挙 される。
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こうして多喜二は,一 九二七年九月,社 会科学研究会に参加 した。毎週火曜
日であった。カウツキ・-29)『資本論解説』,デボーリン30)『レーニンの弁証法』,
猪俣津南雄31)『金融資本論』,マルクス 『共産党宣言』を読んだ。
この勉強会は,三 ・一五事件の後,一 時中止になり,その後,再 開された。
これはほぼ経済学の研究会であった。メンバーは,古 川友一,高 橋運蔵(北 海
道銀行),宮崎徹(小 樽新聞),寺田行雄(北 海タイムス),友永重雄(北 日本
汽船),吉田(明 治製菓),島田などであった。後か ら因藤荘助(簡 易保険小樽
支局),脇坂,ら が加わった。多喜二は必ず時間にはきた。
研究会には,昭 和五年になると,時 々,全小樽労働組合の森良玄だとか,風
間六三,広 川広司なども顔を出した。そこに 「無産者新聞」が配布 された。二
月に,その付録 として小泉保太郎(三 田村四郎32)のペ ン ・ネーム)の論文 「政
権獲得同盟は如何に発展 し又発展せ しむべ きか」が発表された。その同盟は,
三 ・一五で労農党が解散させ られた後にできたカンパ組織である。多喜二や寺
田は,その重性 を早 くも取 り上げ,島田も交えて三人で,寺田の家で討論 した。
全小樽労働組合で も論議 したとみえて,寺 田たちの意見を聞きに来た。そ して
大体意見が一致 した。それか ら多喜二 も寺田も,い ままでのように経済学の研
究会ではどうして も物た りないと言って,全小樽労働組合の森良玄たちの運動
の手助けをするように申し込むことを決め,島 田が森に話すことになった。
こうして多喜二は,高 商卒業後,マ ルクス主義を勉強し始めた。そして彼の
小説がみるみる変わって行き,厚 みを増 したのだった。
29)Kautsky,Karl.1854-1938.
30)ア ブ ラ ム ・モ イ セ ー ヴ ィチ ・デ ボ ー リ ン(ne60pvaH)。筆 名,ヨ ッ フ ェ(Hoφ
Φe)。1881-1963.ソ連 の 哲 学 者 。若 い と きヘ ル ソ ン市 の 非 合 法 マ ル ク ス 主 義 サ ー
ク ル に 参 加 。1903-07年に ボ ル シ ェ ヴ ィ キ,そ の 後,1907-17年に メ ン シ ェ ヴ ィ キ
に 属 す る。1920年か ら研 究 活 動 に 入 り,『マ ル ク ス 主 義 の 旗 の 下 に』 を 主 宰 す る 。
1929年,ア カ デ ミー 会 員 。1931年に批 判 され た 。
31)猪俣,1889-1942.
32)三田 村,1906-64.本名,四 朗 。巡 査 教 習 所 を 出 て,警 察 官 に な る 。暁 民 会,総 同 盟,
日本 労 働 組 合 評 議 会 に 入 り,共 産 党 員 。1926年,日 本 楽 器 争 議 で 活 躍 す る 。 三 ・
一 五 事 件 後 ,共 産 党 再 建 活 動 を した が,検 挙 さ る。1933年,佐 野 ・鍋 山 と と もに
転 向 す る。
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多 喜二 は,こ の ころ本棚 に,ロ ンプ ロオゾ33)『天才論』 を持 ってい た。
2何 が彼を主義者にしたか?小 林多喜二は,なぜ主義者になったか
「主義者」というのは,第二次大戦前の,あるいはその時期の,社会主義者 ・
共産主義者のことをさす。小林多喜二はなぜ主義者になったのだろうか。
普通言われているのは,彼 の家が貧 しかったか らだ,と される。しか し,私
がすでに論 じたように34),彼の家はそれほど貧 しくなかった。多喜二の家が
貧 しくなかったと言って も,もちろん豊かではなかった。だか ら一般に言われ
ていることは,あ ま り正 しくはない。さりとて全 く間違いだというもので もな
いo
一般に,主義者になるには,現 実生活の上で社会の矛盾 を感 じる場合と,学
習で社会の矛盾を感 じる場合 とがある。 もちろん対比的に言った場合であ り,
実際は双方がそれぞれ作用する場合があるし,それが普通である。その点で言
うと,多喜二は学習で社会の矛盾 を感 じたのであった。多喜二が社会の矛盾を
感 じたの も,しか し学習だけか らではなかった。たとえば,伯 父の家で奉公す
る問に,色々社会の矛盾も感 じていた。だか ら,学習による作用だけではないが,
学習の作用が大 きかった。さてその学習の点で言えば,小 樽高商の時代 には,
多喜二はまだ十分思想的に目覚めていなかった。といっても,卒業論文に一部
分,ク ロポ トキン(ロ シアの有名なアナーキス ト)の翻訳を選んでいるわけだ
から,相当,社会主義に理解 と関心があったことは確かである。正確に言えば,
アナーキズムやマルクス主義に興味 を持 っていたのである。 また当時,小 樽高
商では,教 師はマルクス主義について教壇でよく語っていた。
多喜二が学習で,本 格的に社会主義の理解を深めたのは,し か し,高商を卒
業 し,銀行に勤めてか らである。彼は小樽で有志の会,社会科学研究会に加わっ
33)ロ ン ブ ロ ー ゾ(Lombroso,Cesare,
人 類 学 の 創 始 者 。
34)『人 文 研 究 』 小 樽 商 大88輯 。
1836-1909.)イタ リ ア の 精 神 病 学 者 ・犯 罪
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た。昭和二年 ころである。この時の学習で,思想的に目覚めていったのであった。
この点が直接的には大きい。
以上の学習以外に,一 つ重大 なことは,母 の影響である。母 ・セキは,日本
農民の よい点を持っていた。庶民的な意味で,心 あたたかい人であった。東北
の貧 しい農民の,い わば下積みの生活を長いことしのんできたセキは,同 じ貧
しい者の苦 しみを黙って見ていられない。多喜二はこういう母によって最初の
目を見開かれた。秋田にいるセキの甥は言った。セキは 「日本の農民の典型で
あ り,朴 とつで,誠 実で元気」な人である,と 。これが大きい。 もちろんセキ
の影響だけでなく,父か らの影響 もあるだろう。またもうすこし大 きい範囲で
言えば,小林の家族がとて もよい家,つま り大変庶民的な家であったのである。
次に大 きいのは,友 人か らの影響である。友人 としては,寺 田行雄か らの影
響が大 きい。次いで,乗富道夫である。その寺田は鈴木信か ら影響 を受けていた。
3人とも小樽高商に学んだ人である。私は,こ の友人からの影響が一番大 きい
と見る。
最後に,磯 野小作争議,港 湾ス トライキなどの現実からの影響である。小樽
を舞台にして闘われたこの小作争議 ・労働争議は,多喜二に大 きな影響を与え
た。友人の石本は言 う。多喜二は,労 働者 ・農民への同情の気持ちを,自分の
環境か ら持 っていた,と 。 もっと抽象的に言えば,時代である。 この時代は,
小作争議,労 働運動のさかんになった時代である。そしていわゆる大正デモク
ラシーの時代で もあった。これらの雰囲気が多喜二に重大な影響を与えたので
ある。それに戦前は,社会の仕組みが非常にはっきりしていた。金持ちは金持ち,
貧乏人は貧乏人 と,は っきりしていた。現在よりも,社会の矛盾はむきだしで
あった。
さて,今 まで外側か らの影響だけを指摘 したが,も ちろん多喜二の個性が,
主義者 となった理由として,最 も重要である。彼は正義感が強かった,不 正は
見ておれなかった。何で もからだごとぶつかってゆくような人であった。正 し
いと思 うことの前で,小 さなことを考えなかった。
これ らが重なり合って,多 喜二は主義者になったのである。
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同時代人,太 宰治も,主義者になった一例である。
太宰は,本 名が津島修治で,明 治42(1906)年6月19日,青森県北津軽郡金
木村 うまれである。津島家は,曾祖父の代から津軽屈指の大地主 ・富豪だった。
召使が30人もいて,父 ・源右衛門は,貴族員議員であって(そ の資格者は,高
額納税者であ り,県 に4～5人 だけだった),衆議院議員にもなった。母 ・た
ねは,信心深かったが,病身で,子を育てられなかった。太宰は母を好かなかっ
た。太宰は11人きょうだいの10番目の子で,乳 母,叔 母 らに育てられた。若い
女中に代わって,子 守の無学なタケが必死に教育 した。寺の地獄絵 を見せた り
した。「きびしい保守的な家 に育った。」(太宰 治 「東京入景」)
太宰は言 う。「この家系で人か らうしろ指 を指 されるような愚行を演 じたの
は私ひとりであった。」(同 「苦悩の年鑑」)彼は,本=外 国童話 を片っ端か ら
読んだ。尋常小学校では,成績優秀だったが,勉 強は好 きでなかった。大正7
～8年 に,津軽にデモクラシーがやってきた。彼は 「先生も人間,僕 も人間」
と考えた。大正11年に,父 が死 に,青森県青森中学へ入 った。大正14年に,作
家志望 となる。(同 「思い出」)昭和2年,弘 前高校文科 甲類に入学 し,豪勢な
料理屋通いをした。ここで芸妓 ・小山(おや ま)初代 と知 り合った。昭和4年 に,
共産主義に強 く影響 され,出 身階級に悩み,カ ルモチン自殺をはかった。彼は
書 く。「プロレタリヤ独裁。/… …金持ちは皆悪い。貴族は皆悪い。金の無い
一賎民だけが正 しい。私は武装蜂起に賛成 した。ギロチンの無い革命は意味が
無い。/しか し,私は賎民ではなかった。ギロチ ンにかかる役のほうであった。」
(同「苦」)
昭和5年,弘前高等学校を卒業 し,東京帝国大学フランス文科 に入学 した。
フラン堺語は正規にやっていなかった。就職を諦め,井 伏鱒二に師事 した。三
番目の兄が病死 した。大学は2学 期から殆 ど出なかった。そ して 「日陰の仕事」
(=非合法活動=共 産党)を手助けした。実際は 「金を出す役 目」だった。秋,
初代を田舎か ら呼んだ。その後,初 代は,ひ とまず帰郷 した。銀座のカフェの
女給 と,江ノ島の海に入水 し,女性だけ死ぬ。留置場 に入 り,自殺常助罪 となっ
た。昭和6年,初 代が,身 請けされて来る。五反田に住んだ。反帝国主義学生
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同盟に加 わった。満州事変が起 きた。運動で二度,留 置場に入った。取調べの
刑事に,「おめえみたいなブルジョアの坊 っちゃんに革命なんて出来るものか。」
と言われた。彼は引越 しをつづける。そ して初代の過去を知った。昭和7年,
青森警察 に自首 した。以後,運 動を離れたのである。
昭和11年に言 う,「私は,純 粋 というものにあこがれた」「私の最 も憎悪 した
ものは,偽善であった。」彼の考えはこうだった。「私は,故郷の家の大きさに,
はにかんでいたのだ。金持ちの子 というハンデキャップに,や け くそを起 こし
ていたのだ。不当に恵まれているという,いやな恐怖感が,幼 児から,私 を卑
屈にし,厭世的にしていた。金持ちの子 どもは金持ちの子供 らしく大地獄に落
ちなければば らぬ という親交 を持 っていた。逃げるのは卑怯だ。立派に,悪業
の子 として死にたいと努めた。」(同「東京八景」)彼の意識は,選ばれた人間 ・
搾取 ・後ろめたさ ・六男 ・余計者 ・オズクズ,日 陰者というものだった。そし
て罪の意識(心 中の相手を死なせた,同 志を裏切った)を 持った。負の十字架
を背負っていた。河盛好蔵は,太 宰の 「愛の能力不足」を指摘する。だが太宰
には,「生まれてきてすみません」 という意識が強かった。
北海道 ・函館出身の亀井勝一郎 も,若い時代に 「主義者」 になった。「わが
精神の遍歴」35)に詳 しい。
同 じ主義者 になったとしても,太宰治 と小林多喜二では全 く様相が違ってい
る。これを,公 式的 ・教条的な説(つ まり,社会的存在が社会的意識を決定す
るとい う唯物論)に もとついて,比 較 したい。
太宰 も多喜二も,ほ ぼ同 じ時代の生まれである。太宰は大ブルジョアあるい
は大地主の出身である。多喜二はプチブル=小 商店の出身である。プチブルと
いってもその名に値 しない階級の出であろう。概 して,「主義者」 には2つ の
タイプがあり,実際のプロレタリア出身の主義者と,ブ ルジョァ,プ チブルの
出身者である。多 くの運動指導者,そ して芸術家(文 学者)は,後 者の出身で
35)亀井。1907-1966.函館の富豪の生 まれ。山形高校卒。一九二八年,東大美学科中退。
マルクシズムに接触,「富める者は罪人な り」 とい う自覚を持つ。 これは太宰に
似ている。共青に入 り,三 ・一五事件後に逮捕,転 向す る。
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ある。 これは仕方が無い。比較的高等な教育を受けた者がなるのであり,高等
教育を受けるにはプロレタリア出身ではかなり無理だか らである。太宰の共産
主義は,観 念的である。せいぜい同情か ら,実際は申し訳けなさか ら,運動に
入った。多喜二にもプチブル的様相がある。しかし彼 は自己成長することによっ
て,そ れを克服 していった。
3情 勢(1927年)
共産党運動について言えば,1927年7月,コミンテルンへ行 くため,渡 辺政
之輔,鍋 山貞親らがモスクワへ渡った。そこで,「二七年テーゼ」(=「日本問
題にかんするテーゼ」)が作 られた。同年12月に,日 光の山中で開かれた共産
党の拡大中央委員会で,そ のテーゼを承認 した。
前年=昭 和初年(1926年)の12月に,山 形県五色温泉で第3回 日本共産党の
大会が開かれたわけだが,昭 和2年9月,特 高の毛利基がその五色温泉をお と
つれた。36)それか ら共産党員の割 り出 しが進んだ。この調査は,翌1928年の三 ・
一五事件の時に役立つ ことになる。
北海道では1927年の暮れも,石狩河畔月形村の小作争議がはげしく闘われた。
1927年暮れに,東 京の上野 ・浅草に地下鉄が通 った。「波浮の港」が流行 し,
築地小劇場でゴー リキーの「どん底」が上演され,その舞台で歌われた「どん底」
の歌 も,は や り始めた。37)
〔追記〕『人文研究』94、拙稿 「小林多喜二の昭和時代、拓銀時代」48ペー ジで、
料亭の名が新中島とあるが、新松 島ではないか、と浜林正夫氏からの手紙。
36)下里正樹 『日本の暗黒』新 日本出版社、第1巻 、139ペー ジ。
37)土井大助 『小林多喜二』汐文社1979年。
